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第１回定例会の
主な日程議

員　

医
療
大
学
及
び
付
属
病
院
は

県
の
機
関
ゆ
え
の
制
約
も
多
く
、
職

員
定
数
を
増
や
し
、
優
秀
な
人
材
を

確
保
し
よ
う
と
し
て
も
、
学
長
や
病

院
長
に
最
終
権
限
が
な
い
た
め
、
柔

軟
で
素
早
い
対
応
が
で
き
な
い
。
全

国
で
は
公
立
大
学
の
約
七
割
が
法
人

化
さ
れ
て
い
る
。
医
療
大
学
及
び
付

属
病
院
の
一
層
の
充
実
が
望
ま
れ
る

が
、法
人
化
の
課
題
と
今
後
の
対
応
は
。

知
事　

法
人
化
に
よ
っ
て
、
大
学
の

自
律
的
な
運
営
が
期
待
で
き
る
が
、

経
営
面
の
課
題
や
付
属
病
院
へ
の
影

響
の
検
証
な
ど
も
必
要
な
た
め
、
引

き
続
き
検
討
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
需
要

の
変
化
や
病
床
利
用
率
の
低
迷
な
ど
、

付
属
病
院
が
抱
え
る
最
優
先
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
学
長
及
び
病
院
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
改
革
に

努
め
て
い
く
。

 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底

議
員　

電
力
需
給
が
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ

く
）
す
る
中
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
普
及

拡
大
や
企
業
に
よ
る
省
エ
ネ
設
備
の

導
入
促
進
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
を
進
め
、
快
適
な
暮
ら
し
と
成
長

の
両
立
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

県
有
施
設
で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
含
め
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底
に
い
か
に
取

り
組
む
の
か
。

知
事　

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
、
い

ば
ら
き
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
省
エ
ネ
家
電
の

導
入
や
家
庭
の
省
エ
ネ
実
践
活
動
を

促
進
す
る
ほ
か
、
省
エ
ネ
診
断
や
施

設
導
入
の
融
資
な
ど
、
中
小
企
業
の

対
策
を
支
援
す
る
。
ま
た
新
設
・
更

新
す
る
信
号
機
は
、
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
信

号
機
と
し
、
道
路
照
明
で
も
、
実
施

中
の
実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
を
進
め
て
い
く
。

 

戦
略
的
な
企
業
誘
致
の
推
進

議
員　

復
興
と
活
力
あ
る
茨
城
づ
く

り
を
進
め
る
う
え
で
企
業
誘
致
の
役

割
は
大
き
い
。
震
災
後
に
落
ち
込
ん

だ
工
場
立
地
は
、
圏
央
道
沿
線
な
ど

の
大
規
模
立
地
な
ど
で
回
復
し
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
優
良
企
業
の
進
出

が
期
待
さ
れ
る
。
製
造
業
の
環
境
は

厳
し
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
戦
略

で
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に

打
ち
勝
っ
て
い
け
る
環
境
の
提
供
が

重
要
と
考
え
、
広
域
交
通
網
の
整
備

な
ど
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
今
後
は
、

高
度
な
開
発
力
が
必
要
な
製
造
・
開

発
部
門
や
、
成
長
分
野
の
企
業
な
ど

の
誘
致
に
一
層
力
を
入
れ
る
。
国
に

働
き
か
け
て
設
け
ら
れ
た
補
助
金
や

復
興
特
区
な
ど
も
活
用
し
、
県
を
挙

げ
て
企
業
誘
致
を
進
め
る
。

 

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
の
推
進

議
員　

茨
城
県
南
部
地
震
の
切
迫
性

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
耐
震
化
の
前

倒
し
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
東
日
本

大
震
災
で
は
、
緊
急
輸
送
道
路
と
し

て
高
速
道
路
網
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
た
。
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の

総
点
検
も
重
要
で
あ
る
。
県
民
の
命

を
守
る
た
め
、
災
害
に
強
い
県
土
づ

く
り
に
い
か
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

復
興
み
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
橋
り
ょ
う
の
耐

震
化
や
緊
急
輸
送
道
路
の
代
替
路
の

整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
津
波
対
策

と
し
て
、
堤
防
や
護
岸
の
か
さ
上
げ

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
防
災
の
観
点

か
ら
も
重
要
な
圏
央
道
や
東
関
道
水

戸
線
の
早
期
開
通
、
茨
城
港
な
ど
の

整
備
促
進
を
図
る
。
イ
ン
フ
ラ
施
設

の
総
点
検
を
行
い
、
早
急
に
修
繕
を

要
す
る
箇
所
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

 

茨
城
国
体
が
目
指
す
姿

議
員　

平
成
三
十
一
年
に
本
県
で
開

催
す
る
国
体
で
は
、
茨
城
ら
し
さ
を

随
所
に
発
揮
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
な
ど
、
幅

広
い
分
野
で
開
催
効
果
を
高
め
、
力

強
く
復
興
し
た
姿
を
全
国
に
示
し
、

活
力
あ
る
茨
城
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
本
県
が
目
指
す
国
体
の
姿
は
。

教
育
長　
「
い
ば
ら
き
の
魅
力
を
発

信
す
る
国
体
」
な
ど
の
四
つ
の
柱
に

基
づ
き
、
県
民
の
皆
様
の
英
知
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
て
、
準
備
に
万

全
を
期
し
、「
生
活
大
県
い
ば
ら
き
」

の
実
現
に
つ
な
が
る
国
体
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
原
子
力
政
策
、
科
学
技

術
の
振
興
、農
業
振
興
な
ど
も
質
問
）

細谷　典幸 議員
いばらき自民党
稲 敷 市 選 出  
一括方式

　

近
年
、
登
下
校
中
の
児
童
生
徒
が
巻
き
込
ま
れ
る
痛
ま
し
い
事
故
が

多
発
し
て
お
り
、
本
県
に
お
い
て
も
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
緊
急
合
同
点

検
の
結
果
、千
八
百
を
超
え
る
危
険
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
で
あ
る
べ
き
通
学
路
が
危
険
な
状
態
に
あ
る
こ
と
は
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
通
学
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
交
通
弱
者
で
あ
る

障
害
者
や
高
齢
者
の
方
な
ど
、
地
域
の
生
活
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
に
も
、
交
通
安
全
を
損
な
う
危
険
を
着
実
に
取
り
除
き
、
通
学
路
の

安
全
確
保
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
登
下
校
中
の
児
童
生
徒
が
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
の

被
害
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
の
対
策
も
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
通
学
児
童
生
徒
な
ど
を
事
故
や
事
件
の
被
害
か
ら
守
り
、

暮
ら
し
の
中
の
安
全
と
安
心
が
一
層
高
ま
る
よ
う
な
諸
施
策
の
あ
り
方

に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る
た
め
、
三
月
二
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
通
学
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
委
員
構
成
は
十
六
名
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
通
学
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か

ら
分
割
方
式
が
導
入
さ
れ
、
議
員
は

い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
す
べ
て
に
つ
い
て
一
括

し
て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁

を
求
め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問

し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め

る
方
式
。 

質
問
方
式
に
つ
い
て

医
療
大
学
及
び
付
属
病
院
の
機
能

強
化

委
員
長　
　

小
川　
　

一
成

副
委
員
長　
　

荻
津　
　

和
良

委　
　

員　
　

海
野　
　
　

透

　
　

〃　
　
　

葉
梨　
　
　

衛

　
　

〃　
　
　

森
田　
　

悦
男      

　
　

〃　
　
　

山
岡　
　

恒
夫      

　
　

〃　
　
　

小
田
木　

真
代

　
　

〃　
　
　

伊
沢　
　

勝
徳 

委　
　

員　
　

石
田 　

  　

進

　
　

〃　
　
　

舘　
　
　

静
馬

　
　

〃　
　
　

萩
原　
　
　

勇

　
　

〃　
　
　

島
田　
　

幸
三

　
　

〃　
　
　

星
田　
　

弘
司

　
　

〃　
　
　

佐
藤　
　

光
雄

　
　

〃　
　
　

川
口　
　

政
弥      

　
　

〃　
　
　

高
崎　
　
　

進      
 

一層の充実が望まれる県立医療大学（阿見町）

３
月
４
日（
月
）

　

細ほ
そ
や谷　

　

典の
り
ゆ
き幸

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

修
し
ゅ
う
へ
い平

（
民　

 　

主　

 　

党
）

３
月
５
日（
火
）

　

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む（

公　
　

 

明　

 　

党
）

●
質
問
者

代表質問（要旨）

　平成25年第1回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■２月27日（水）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■３月４日（月）　 本　　会　　議
　　　５日（火） （代表質問・質疑）

■３月６日（水）　 本　　会　　議
　　　７日（木） （一般質問・質疑）
　　　８日（金）

■３月12日（火）　 常 任 委 員 会
　　　13日（水）
　　　14日（木）

■３月15日（金）　 本　　会　　議
（予算関係議案常任委員長報告等）

■３月18日（月）　 予算特別委員会
　　　19日（火）

■３月22日（金）　 本　　会　　議
（委員長報告、採決、閉会）


